
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○全職員による共通理解と共通実践
・学習内容の定着に向けた分かりやすい
授業の実践

○学力向上対策評価シートにおいて、共通実践
を共有しマイプランの成果指標を適切に設定し、
達成できるように努めた教師を80％以上にす
る。

・評価シートに関する職員向け説明会を実施し、
マイプランへの理解を深める。
・生徒一人ひとりの進路希望実現を目指した成
果指標となるマイプランを作成する。
・学習状況調査の結果を検討し、生徒の到達度
を中学職員間で共有する。 A

・学習状況調査の結果をまとめた
ものを、中・高全職員で共有し、中
学生の学習到達度の現状を把握
することができている。
・今後、進路部会や各教科で6年
間を見通した学習指導のあり方を
検討する方向である。

A

・中学生の学習状況を全職員に周知
することで、6年間を見通した学習計
画を考えるきっかけになった。
・今後、中高6年間の学習指導につい
て教科部会や中高進路部会で具体的
な目標を立てていきたい。
・評価の在り方についても中高で共有
化し、わかりやすい授業の実践をさら
に推進していきたい。

A

中学生の学力に関して二極化が
進んでるとのことだが、その点、
本校ではしっかり取り組まれてい
るなとの印象を持っています。中
学校３年間での学習への取り組
み方が、高校での３年間に繋がる
と思います。中学校の内容は基
礎的なものが多いので、中高一
貫の良さが組み込めれば、学力
の向上につながるのではと思わ
れる。

・進路指導

○学力の向上 ○全国模試の学力推移調査において、benesse
の指標A１以上の生徒を38名以上にする。
○「家庭学習は十分にできている」について肯定
的な回答をした生徒を80％以上にする。

・各学年、教科でわかる授業の実践に取り組
み、効果的な授業改善を行う。
・中高6年間を見通した指導計画を立て、計画的
に家庭学習に取り組ませる。
・学力推移調査や学習状況調査の結果を集約
し、、学力分析会を実施し、結果の共有と課題の
洗い出しを行う。

B

・学力分析会では、各学年での課
題を確認し中学校全体での取り
組みにつなげていくことを再認識
した。
・第1回学力推移調査に比べる
と、ＧＴＺ下位層が減少している
が、十分とはいえない。日頃の学
習への取組など個に応じた対応
が必要である。

A

・学力分析会を踏まえて、各学年の課
題を全職員で確認することができた。
今後は、学年や教科を超えた取り組
みにつなげていきたい。
・家庭学習は十分にできている生徒
の割合が1学期と比べると微増（51％
→56％）であり、家庭学習の確保が今
後の課題である。

A

本校の多くの生徒が中学、高校
の６年間の間に受験を経験するこ
ともなく、また近くに競い合う学校
もないことから、学習に対するモ
チベーションの維持が課題なのか
なと感じています。 ・進路指導

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理観
や正義感、感動する心など、豊かな心を
身に付ける教育活動

◎道徳アンケートを５月と１月に実施し、「人との
関わりに関すること」と「生命や自然、崇高なも
のとの関わりに関すること」の項目で比較をし、
上昇させる。

・「生命を大切にする」ことと「自他を認め合う」こ
とを重点目標とし、人権教育と連携しながら、取
り組む。
・職員室の道徳コーナーを活用し、各学年で教
材の共有を行い、学校全体で「考え、議論する
道徳」の授業実践に取り組む。 A

・１学期に「思いやり」や「相互理
解」の内容項目を取り扱って、人
との関わりについて考えさせる授
業を実施した。
・ふれあい道徳では、保護者の
方々にも協力していただき、議論
し考えを深めることができた。

A

・１２月の人権週間に、全学年で「思い
やり」や「寛容」の内容項目を取り扱
い、人との関わりを踏まえて自分の生
き方を考える授業を実施した。
・学校に関するアンケートで「他人を思
いやる心、自他の生命を尊重する心、
倫理観のある行動を心がけている」の
項目に９６％の生徒が肯定的な回答
をした。

A

昨今の少年犯罪、事件をみてい
ると、やはり道徳教育の大切さを
感じています。

・総務（道徳担当）

●いじめの早期発見、早期対応に向けた
取組の充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめの防止
等についての取組、事案対処等）について組織
的対応ができていると回答した教職員を90％以
上にする。

・いじめに関する教職員研修を実施する。
・「生徒理解協議会」で生徒の様子などの情報を
共有し、「いじめの未然防止の取組」「いじめの
早期発見の取組」に努める。

A

・夏季休業中にいじめに関する教
職員研修を実施した。
・生徒理解協議会で生徒の様子
などの情報を教員どうしで共有
し、その対策を話し合い、「いじめ
の未然防止の取組」「いじめの早
期発見の取組」に努めている。

A

・生徒理解協議会で生徒の様子など
の情報を教員どうしで共有し、その対
策を話し合い、「いじめの未然防止の
取組」「いじめの早期発見の取組」に
努めた。
・適宜、いじめ対策のための会議を行
い、関係教員どうしで、具体的な対応
などを話し合い、確認したうえで、組織
的に対応した。

A

いじめは早期の対応が重要だと
感じています。認知件数が少ない
のは、先生方が日々生徒の様子
に気にかけておられるからだと
思っています。いじめについて、
継続的な取り組みを続けていただ
けば良いなと思います。

・生徒指導

●生徒が夢や目標を持ち、その実現に
向けて意欲的に取り組もうとするための
教育活動

●「先生はあなたの良いところを認めてくれてい
ると思う」と回答した生徒80％以上
●「将来の夢や目標を持っている」について肯定
的な回答をした生徒80％以上

・生徒の思いや状況を的確に把握し、くみ取りな
がら適切な声かけや支援・指導をとおして自発
的な成長を促すことで生徒との信頼関係を築く
・キャリアに関する講演会や体験的活動をとおし
て、自分自身をみつめ、将来のあり方を自ら探
る探究的活動の機会を設ける。
・外部講師や先輩の話を聞く機会を設けたり、地
域や外部との連携を深めながら将来の夢や目
標を実現するための手立てを考える機会を設け
る。

A

・中学校3年生に対して、保護者も
交えたキャリア教育講演会を実施
し、高校進学への接続の時期に
取り組む事柄を共有した。
・中学校1年生に対して、虹ノ松原
や鏡山で体験的活動を行い、将
来の地域との関わり方を考える機
会を設けた。

A

・進路について必要な情報が提供さ
れていると回答した生徒は84％とな
り、将来のビジョンを持ちつつ学校生
活を送る様子がうかがえる。
・日ごろから生徒の様子を見守り、迅
速かつ適切な指導助言を行うことで、
さらに寄り添った支援指導が実現でき
ている。生徒との信頼関係を構築する
ことに努めている。

A

進路の話に早くから保護者も交え
て考えてもらうことは大切だと思い
ます。高３になってから生徒の進
路を聞いて、実は内心これからど
うすれば良いのか分からないと
いった方も少なくない。将来唐津
に戻ってきて、発展の力になってく
れるような選択肢があるという意
識についての教育もよろしくお願
いいたします。

・総務
・進路指導

◎グローバルな活躍を目指す生徒、旺盛
なチャレンジ精神を持った生徒の育成

◎「グローバルに活躍したいか、物事に積極的
に挑戦したいか」について、肯定的な回答をした
生徒を80％以上にする。

・海外の中学生との交流の機会をもつ。
・２年生で、英会話体験プログラムを企画・運営
する。
・１年生の校外学習や３年生の修学旅行を通し
て、課題に気付き、視野を広げる取り組みを行
う。 A

・２年生で英会話体験プログラム
を実施し、生徒のレベルに対応し
たプログラムに沿って英語でコ
ミュニケーションをとる有意義な研
修となった。
・校外学習や修学旅行の事前学
習で疑問点や課題を見つけ、研
修を通して学び、さらに学習を深
めてまとめることができた。

A

・今年度、冬期休業中に海外で実施さ
れたテニスの練習合宿に参加した生
徒が１名(中１)であった。報告会を学
年で実施したところ、全生徒が興味深
く聞き入り、質疑応答も活発であっ
た。
・職場体験学習(中２)で、県国際交流
協会で体験した生徒が文化発表会で
発表した。その中で、海外の人と関わ
る仕事を紹介した。

A

世の中の様々な情報に触れるこ
とは生徒（特に地方の学生）に
とっては非常に良いことだと思い
ます。受け取った情報を自分自身
で評価、判断し、参加できるもの
には積極的に参加して欲しいと思
います。

・総務

●健康・体つくり

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

○「健康に良い食事をしている」生徒80％以上 ・「ほけんだより」等をとおして、食育に関する情
報を提供する。
・家庭科や保健体育科で食に関連する学習があ
る。各教科や行事等でも結びつけて行う。
・学級や部活動等で機会を見つけて、食に関す
る話を行い、意識づける。

A

・健康に良い食事をしている児童
生徒の割合が92.6%であり、目標
を大きく上回った。
・佐賀県や唐津市の食育に関す
るプリントを配布し、家庭で取り組
むような働きかけを行った。
・各教科や学級活動、部活動で機
会を見つけて、食事や健康全般
の話を行い、自らよりよい生活習
慣を身につけるようにした。

A

・「ほけんたより」等を通して、食育の
情報の提供・働きかけを行ったり、家
庭科や保健体育科、理科、学級活動
など各教科での取り扱いをしたり、給
食指導、朝の会・帰りの会、部活動等
での食事に関する話をしたりして、年
間を通して様々な場面で全職員で適
宜働きかけを行った。その結果、健康
に良い食事をしている生徒の割合が
90％を越え、朝食を食べて登校する
生徒が８割以上と定着した。次年度も
引き続き、家庭を含め、様々な働きか
けを行っていく。

A

食事の習慣がしっかりしたものと
なることで、１日のスケジュールが
安定したものとなり、ひいては家
庭での学習時間の確保につな
がっていくものと思います。取り組
みはよいと思います。グローバル
な活躍をするためには自分の地
元や日本のことをよく知らないと
活躍できない。そういった面のバ
ランスの取れた教育も意識してい
ただきたいと思います。

・保健厚生

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限を遵守する。

・時間外在校時間の上限を周知し、業務改善と
削減の工夫を呼びかける。
・職員の在校時間を把握し、必要に応じて面談
を行う。
・定時退勤日、学校閉庁日を設定し、有効利用
を呼びかける。また、年次有給休暇の14日以上
の取得を推奨する。
・部活動について効果的かつ十分な休養日を設
定する。
・定例の会議の回数と時間を10%削減する。

A

・時間外在校時間については、学
校行事の繁忙期と閑散期で差異
があるが、概ね遵守できている。
また、職員に対しての意識付けも
できている。
・休暇の取得については、各自の
業務見合わせながら呼びかけを
したい。
・部活動休養日の設定について
は、どの部活動も適切に実施でき
ている。
・会議時間と回数も、業務の精選
と合わせて達成できるよう工夫を
継続する。

A

・業務の整理や効率化に努め、時間
外在校時間については、概ね遵守で
きた。また、職員に対しての意識付け
も浸透してきている。
・休暇の取得については、さらに呼び
かけをしたい。
・部活動休養日の設定については、ど
の部活動も適切に実施できている。
・会議時間と回数も、業務の精選と合
わせて達成できるよう工夫を継続す
る。

A

学校の働きかけに対しては評価し
ています。学校は生徒相手のこと
なので思い描いたようにはなかな
か行かないのかもしれませんが、
先生、生徒、保護者が納得のいく
形で学校運営がなされていくこと
を願っています。一度作った仕組
みをやめるのは難しいと思います
が、やめるという改革も考慮してく
ださい

・管理職

○労働環境の改善 ○「作業管理や作業環境等労働環境が改善さ
れた」と回答した教職員を80％以上にする。

・「職場環境に関するアンケート」の実施
・ハラスメント相談体制の周知
・衛生委員会の充実

A

・衛生委員会を対面、メール会議
等で毎月1回開催し、職員の勤務
状態や業務の実態等を把握し、
情報共有している。
・ハラスメント相談体制を周知し、
職員からの相談に対して迅速活
適切に対応している。

A

・衛生委員会を対面、メール会議等で
毎月1回開催し、職員の勤務状態や
業務の実態等を把握し、情報共有す
ることができた。
・アンケート結果に基づき、職員共有
スペースの大掃除を実行するなど、環
境整備に努めた。
・ハラスメント相談体制を周知し、職員
からの相談に対して迅速活適切に対
応している。

A

今の時代、どの職場でも同じこと
が言えると思うのですが、風通し
の良い環境が求められています。
職員の方々の笑顔は生徒のみな
さんにも伝わると思います。

・管理職

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職
員の働き方改革の
推進

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 佐賀県立唐津東中学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学力向上については、学力推移調査の結果と１１の方策の数値設定に差があり、どの学年も苦戦している。その中では１年生が底上げに成功し、成果を上げている。次年度以降は現状を分析し、計画の段階から効果的方策を模索し、結果に結びつけたい。
・心の教育については、社会性を高め、自らを律し、相手を思いやる心の教育を目指し取り組んできた結果を残せた。いじめの早期発見、早期対応を概ね実行できた。特に人間関係の複雑さや生徒自身の特性の問題などから対応が難しい面があった。
・グローバルな活躍を目指す生徒、旺盛なチャレンジ精神を持った生徒の育成に取り組み、各種行事等を計画通りに実行することができた。また、海外研修にも積極的に参加する生徒等、多くの生徒が校外活動においてもチャレンジした。次年度もさらに発展させたい。
・健康・体つくりについては、「ほけんだより」を中心に定期・不定期にタイムリーな呼びかけ、注意喚起を行えた。
・業務改善・教職員の働き方改革の推進や部活動の休養日については、その意義を周知し、実践に結びつけることができた。行事の精選、業務量の削減や校務の平準化を実行し、時間外在校時間の縮減と労働環境の改善に取り組む。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力向上については、学力推移調査の結果からはどの学年も３教科の成績向上が揃わず、苦戦している。その中では３年生が学校間比較で健闘し結果を残している。計画の段階から効果的方策を模索し、取組を確実に実行に移し、結果に結びつけたい。
・心の教育については、社会性を高め、自らを律し、相手を思いやる心の教育を目指し取り組んできた結果を残せた。いじめの早期発見、早期対応を概ね実行できたが一部人間関係の複雑さなどから対応が難しかった。グローバルな活躍を目指す生徒、旺盛なチャレンジ精神を持った生徒の育成に取り組んだが、コロナ禍ということで行
事等の実施が十分に行えず、生徒達の意識の変化や行動の実行につなげることに苦労した。ここ３年見送ってきた行事等を復活させるなど、積極的に目標達成に取り組みたい。
・健康・体つくりについては、「ほけんだより」を中心に定期・不定期にタイムリーな呼びかけ、注意喚起を行えた。
・業務改善・教職員の働き方改革の推進については、なかなか効果的対策が行えず時間外在校時間の縮減には至らなかった。行事の精選、業務量の削減等を実行し、時間外在校時間の縮減と労働環境の改善に取り組む。

２　学校教育目標 校訓「光　力　望」のもと、「自主自律」の精神を培い、知徳体の調和のとれた生徒を育成する。地域や国際社会の発展に貢献する高い知性と志を備えた心身ともに逞しい生徒を育成する。

３　本年度の重点目標

①生徒一人ひとりの進路希望の実現
②わかる授業実践と授業改善への取組
③社会性を高め、自らを律し、相手を思いやる心の教育の充実
④グローバル人材、チャレンジ精神を持った生徒の育成


